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●特集１に､ 発達障害のある大学生の卒業が決

まったとき､ 保護者が ｢卒業しても､ 就職でき

なくては何にもならない｣ とつぶやいたという

事例が紹介されています｡ 日々のＳＳＴによる

成果は､ 就職という大目標に対してはほんの小

さなものでしょう｡ でも､ その大目標には､ 保

護者も含めて日々の働きかけの継続でしか到達

できないのではないでしょうか｡ それでも､ 大

目標が前面に出ては､ ＳＳＴがつまらないもの

になりそうです｡ 特集１には ｢目標や意図が指

導者側にあふれるほどあっても､ 子どもたちに

はただ 『楽しいもの』 でなければならない｣ と

いう言葉が出てきます｡ 遠くを見通しながら､

楽しく目の前の一歩一歩､ ですね｡

●特集２では､ 方針づくりを教育相談の校内体

制づくりにつなげる視点が明確になりました｡
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子どもの心の扉をやわらかくする出会い

の仕掛けが､ 先生への期待､ 友達への期

待を高め､ 学級をホットなものにしてい

く…そんなアイデアをご紹介します｡
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子どもとの信頼関係は､ かかわりのベー

スです｡ 本来､ じっくり深めていきたい

ものであることは重々承知の上で､ ｢３

分でできる有効なこと｣ を探ります｡
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